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である。今回は，主論文としての本論文に対する副論文として， 1を格の名詞と動詞とのくみあわせ」ほか 3 編 (W 日
本語文法・連語論(資料編)~に収録)を提出した。連語論における筆者の具体的な研究成果については，これらの
論文を参照していただきたいが，従来抽象的に格助詞「ヲ」の意味，などとしてあっかわれてきたものを，精密に分




すぶJ 1かみにリボンをむすぷ」という 2 つの型の連語をつくるのは， この単語の語嚢的意味によって，複数の結合
能力をもつからである。どんな単語とどんな単語とがシンタグマティックに結合してどのような型をつくるかが，連
語論の重要な課題である。これらの結合の型は相互に対立して，全体的な連語の，パラデ、ィク守マティックな構造をつ

















































「日本語動詞の語幹について」では，動詞「書く」を kaka-nai と分析する考えを批判し， kak-anai とすべきだと
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する。
「日本語における主語」は， íは」主語と「がJ 主語との対立が動調の意味からして 1 義的にとらえられる， という
立場を否定し， (1)主題と指定/(2) 主題とりたてと指定とりたて/(3) 主題強調と指定強調/(4) もっぱら主語性



































ての考察に集中している半面，周辺的な í--である--てしまう」や複合動詞型の í-- しはじめる，~しおわる」など
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をどう位置づけるか，ということがある。また，連語のなかにはガ格(主格)の名詞と動詞・形容詞との結合を含め
ないが，それでいいのか，という点も十分説明されていな L 、。さらに，独創的な理論家に往々見られることであるが，
自説の提示にあたって，他の諸説の評価・批判が詳しくされていないので，いささか独断的な印象をあたえる箇所も
ある。そのときどきに応じて書かれたものであるので，内容に若干の重複もみられる。
しかしこのような欠点は，本論文の学問的な価値を，本質において低めるものではな L、。本論文が提示した理論
は，日本語研究の世界に，年とともに重要な影響をおよぼし定説的なものになりつつある。本審査委員会は，本論
文を博士(文学)の学位を授与するに十分な価値を有するものと認定するものである。
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